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団体名 助成内容 金額
飽田西校区社会福祉協議会 ふれあい・いきいきサロン浜口事業 98,000 円 

富合校区第１９町内自治会 ふれあい・生き生きこものえサロン事業 53,000 円 

飽田東校区第４町内自治会 ふれあい・いきいきサロン事業 100,000 円 

田迎西校区社会福祉協議会 「知っておきたい高齢者の健康＆生活情報」研修事業 93,000 円 

川尻校区民生委員児童委員協議会 川尻校区子育てサークル「ひよこクラブ」事業 23,000 円 

１ 南区校区社協連絡協議会と連携し、地域福祉活動を推進します
① 校区社協役員研修会等を開催し、校区社協を支える人材育成に努めます。 
② 中緑、銭塘、奥古閑、川口、日吉、日吉東校区で住民座談会を行い、５年間の校区社協
行動計画を策定します。

２ 民生委員・児童委員等への出前研修を通して、地域福祉力の向上に努めます
① 単位民児協ごとに、民生委員活動に必要な証明事務や貸付、活動記録のつけ方等の研
修を開催します。 

② サロンを運営するボランティアへの研修会を開催します。 
③ 広報紙づくり研修会を開催し、地域福祉活動の楽しさを伝えていきます【新規】 

３ ささえりあ、学校、民生委員と連携し、児童・生徒の福祉教育を推進します 
① 車いすやアイマスクの疑似体験セットを用いて、児童・生徒に多様性を理解してもらう
ための福祉教育を推進します。 

② ジュニアヘルパー活動を通し地域や施設の高齢者との交流の場を提供します。 
４ 南生活自立センターと連携し、「断らない相談支援」に努めます
① 生活困窮者自立支援制度と常に連携した相談支援を行います。 
② 困りごとの相談をいったん受け止めて、生活福祉資金貸付、住宅確保等による支援 
が可能かを判断し、必要であれば他の支援先と連携します。 

５ 日常生活自立支援事業や法人後見事業等の一体的な権利擁護体制に努めます
① 判断能力が不十分な方への金銭管理等を行い、生活自立に向けた支援を行います。 
② 日常生活自立支援事業から法人後見事業へのスムーズな移行を支援します。 



地域福祉に活用する目的でお米の寄贈を受けました 

ＪＡ熊本（くまもと売れる米作り本部）より、生活困窮者支援の一環として、校区社会福
祉協議会を通じて子ども食堂などに配付しました。

隈庄校区甲斐社協長より、こどもしょくどう
♥きずな♥さんへお渡しされました 

ＪＡ熊本さんよりお米を寄贈
いただきました。

ボランティア活動保険が、従来のプランに特定感染症重点プランが新設され３つのプラ
ンとなりました。新規加入の場合、従来のプランでは補償開始日から１０日以内に発病し
た新型コロナウィルス等の特定感染症に対しては補償の対象になりませんでしたが、特定
感染症重点プランでは補償開始日から補償の対象になります。 

令和３年４月より隈庄コミュニティセンターやひなたまこっこ他にて、一
人親世帯や共働き家庭の子どもたちに対して子ども食堂を実施しています
が、お米を始めとした食材やお菓子等の他、消毒液やマスク・紙オムツ等皆さ
んの支援を求めていたところ、今回の隈庄校区社会福祉協議会よりお米を寄
贈いただき感謝しています。今は新型コロナウィルス感染者が拡大している
状況のため集まることが出来ず、お弁当や炊き込みご飯にして１００食分を
配ることが出来ました。子供たちにも、とても好評で喜んで食べていました。

きずな子ども食堂 代表 成松 美惠子

事故や感染予防の徹底を 

美味しそう！

ボランティア保険のご案内


